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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。

座談会の新聞記事を読んだ
栃木県内各工業高校等の 生徒の感想

私もこの建設業の方々のように建設業を通して

地域の発展に貢献 していけるよう、努力していきたいと思う。

土木の仕事は道路などをつくるだけでなく、

災害復旧活動 も行っていて、とても重要な仕事だと思った。

目立つ様なことはあまりしないけど、
国民の安心･快適な生活にあたっての縁の下の力持ち的な立場で、

もっと スポットライトを浴びるべき職業

建設業は今、若い世代が減少しており自分たちのような

地域を少しでも支えられるよう頑張りたいと思った。
若い世代が技能・知識を身につけ

自然災害が頻発する中で、

をしているのが土木なのだと初めて知った。
災害時に即座に現場に駆けつけて復旧活動これからは私も一人の「地域の守り手」として住民から頼られ、

必要とされる担い手になりたい と思った。

自分がしている仕事は、必ず誰かの役に立っている。

ためになっているという 誇りを持つこと だと思う。

建設業は改めて 人が暮らす町の手助け
　　になっている事を知り、とてもありがたいと思った。

今後、 建設業の給料や休暇などが改善
されることになれば、建設業は人気の職種になると思う。

建設業は 今も未来も欠かせない仕事 だと思った。
将来このような仕事に就くので、誇りを持って仕事をしていきたいと思う。

真岡工業高校の 卒業生が地域のために活躍
していることが分かり、建設業に魅力を感じた。

平成27年9月の「関東・東北
豪雨」時、災害応急・復旧活
動に尽力した若手技術者を対
象とした座談会を、土木の日
（11月18日）の前日、下野新
聞に掲載いたしました。未来
を担う県内各工業高校等の生
徒さんに企画特集記事をご覧
いただき、率直な気持ちを受
け取りました。

1049名が読んだ!!

土木という仕事は 全ての人に安全と快適性 を
提供する誇り高い仕事だとあらためて感じることができた。

平成29年11月17日下野新聞掲載

宇都宮工業高等学校 建築デザイン科

宇都宮工業高等学校 環境土木科

栃木農業高等学校 農業土木科

今市工業高等学校 建設工学科

真岡工業高等学校 建設科

那須清峰高等学校 建設工学科


